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高齢者が生きがいの持てる村へ



超
高
齢
化
社
会
へ
突
入 

　

我
が
国
で
は
５
人
に
１
人
、
本
村
で

は
３
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
と
い
う
本

格
的
な
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
い
ま

す
。
世
界
で
も
有
数
の
長
寿
国
と
な
っ

た
日
本
。
同
時
に
健
康
で
活
動
的
な
高

齢
者
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

高
齢
化
率
34
％
を
超
え
る
本
村
に
お

い
て
も
、長
い
人
生
を
い
か
に
健
康
で
、

生
き
が
い
と
喜
び
を
持
っ
て
過
ご
せ
る

こ
と
が
出
来
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

始
動

「
シ
ル
バ
ー
人
材

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
」

  

そ
こ
で
、
本
村
で
は
こ
の
解
決
策
と

し
て
「
働
く
こ
と
」
を
あ
げ
、
今
年
３

月
に
社
会
参
加
と
生
き
が
い
の
持
て
る

村
の
実
現
を
目
指
し
た
椎
葉
村
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
委
員

会
（
椎
葉
征
雄
会
長　

委
員
10
人
）
を

発
足
。
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
協
議

と
準
備
を
進
め
て
き
た
結
果
、
７
月
27

日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
「
す
こ
や
か
館
」

高
齢
者
の
働
く
場
の
確
保
と
生
き
が
い
の
持
て
る
村
の
実
現
を
目
指
し
、

今
年
度「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー

で
は
、
臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
就
業
機
会
を
通
じ
て
、
高
齢
者
の
能
力
を

生
か
し
た
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

高
齢
者
が
生
き
が
い
の
持
て
る
村
へ

「
シ
ル
バ
ー

　

人
材
セ
ン
タ
ー
」

　
　
　
　
　
　

設
立

椎 葉 村

Public Relations of  SHIIBA �



で
同
セ
ン
タ
ー
設
立
総
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
総
会
に
は
、
関
係
者
の
ほ
か
事

前
に
募
集
し
た
会
員
17
人
も
出
席
。
会

員
規
約
や
就
業
規
則
な
ど
を
定
め
る
な

ど
、
今
後
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
も
協

議
し
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
本
村
で
、
高
齢

者
の
経
験
と
能
力
を
活
用
し
た
就
業

は
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な

く
、
共
に
助
け
合
う
生
き
が
い
の
持
て

る
社
会
を
形
成
で
き
る
と
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材

　

セ
ン
タ
ー
の

　
　

内
容
に
つ
い
て

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
健
康

で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
が
集
ま
る
自
主

的
な
会
員
組
織
で
す
。
同
セ
ン
タ
ー
事

務
局
で
、
仕
事
の
発
注
者
と
会
員
の
連

絡
調
整
、
会
員
の
知
識
・
技
能
向
上
の

た
め
の
研
修
会
な
ど
を
行
う
の
で
、
安

心
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

運
営
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
同
事
務
局

が
企
業
・
家
庭
・
公
共
団
体
等
か
ら
引

き
受
け
た
仕
事
を
会
員
に
連
絡
・
提
供

し
、
登
録
さ
れ
た
会
員
が
そ
の
仕
事
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
業
務
分
野
を
事
務
・

技
能
・
一
般
・
サ
ー
ビ
ス
の
４
つ
に
区
分

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
内
容
や
作
業
時

間
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
単
価
の
も
と
、

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
就
業

に
お
い
て
万
一
事
故
等
が
発
生
し
た
場

合
は
、
入
会
時
に
加
入
す
る
「
傷
害
補

償
保
険
」
で
対
応
し
ま
す
。

会
員
及
び
仕
事
を

　

募
集
し
て
い
ま
す

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
登
録
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
、
椎

葉
村
に
居
住
す
る
お
お
む
ね
60
歳
以
上

の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
で
、
活

動
目
的
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
だ
け
る

方
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
仕
事
を
提
供
し
て
い
た
だ
け

る
企
業
や
団
体
、
個
人
の
方
に
つ
き
ま

し
て
も
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す

の
で
気
軽
に
ご
連
絡
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
農
作
業
や
青
果
物
の
箱
詰

め
、
椎
茸
採
り
、
清
掃
や
草
刈
り
作
業

な
ど
簡
易
で
臨
時
・
短
期
的
な
仕
事
を

お
手
伝
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

村
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
☎
６
７

－

２
２
７
５
）

　

村
福
祉
保
健
課　

福
祉
係

　
（
☎
６
８

－

７
５
１
３
）

９
月
18
日
は
「
敬
老
の
日
」

「
椎
葉
村
高
齢
者
福
祉
ま
つ
り
」を
開
催
！

■
と　

き　

平
成
18
年
９
月
18
日
（
月
）

■
と
こ
ろ　

椎
葉
村
民
体
育
館

■
内　

容　

健
康
・
介
護
保
険
・
福
祉
等
各
種
相
談
、
高
齢
者
作
品
展
示
、
記

念
品
贈
呈
、
事
例
・
体
験
発
表
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
大
正
琴
・
日
本
舞
踊
）、

公
演
（
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
・
薩
摩
の
猿
回
し
劇
場
）

１位 甲斐福次郎さん 雨 木 100歳

２位 那須　利市さん 尾 田 山 中 97歳

３位 那須傳左衛門さん 古 枝 尾 上 97歳

４位 椎葉　瀧平さん 合 戦 原 97歳

５位 椎葉　　武さん 横 野 96歳

６位 椎葉　喜蔵さん 不 土 野 上 95歳

７位 中瀬　良雄さん 狩 底 94歳

８位 荒竹　福彌さん 岩 屋 戸 上 93歳

９位 黒木　貞男さん 平 寿 園 92歳

10位 日隈　惣七さん 平 寿 園 92歳

１位 鹿瀬　イワさん 平 寿 園 100歳

２位 黒木タマヨさん 栂 尾 100歳

３位 松岡　サンさん 下 松 尾 99歳

４位 甲斐ヨシノさん 水 越 98歳

５位 那須チョウさん 畑・鳥の巣 97歳

６位 那須フジノさん 平 寿 園 97歳

７位 椎葉チエカさん 向 山 日 添 96歳

８位 那須サカエさん 夜 狩 内 96歳

９位 椎葉　玉枝さん 中 ノ 八 重 96歳

10位 椎葉アキノさん 上椎葉下１ 96歳

※同年齢については生年月日の順。（８月末現在）

椎葉村高齢者長寿番付
男  

性

女  

性
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　忙しく働く方々のことを考えて、調査は分かりやすくカンタン!!
日本の未来のために、大切な調査へのご協力をお願いします。 
■調査日について

　平成18年10月１日です。９月下旬から調査員が皆さんの事業所にお伺いし、調査票をお渡ししま
す。10月１日以降、調査員が記入していただいた調査票を回収に伺いますので、お渡しください。
　なお、調査員は知事発行印を捺した調査員証を携行しています。ご疑問のある場合は、調査員証
をご確認ください。 

■対象となる事業所
　すべての事業所が調査の対象です。ただし、個人で農業・林業・漁業を営んでいる方などは除か
れます。 

■調査内容
　すべての事業所や企業の状況を明らかにするため、事業の内容、従業者数、経営組織など、基本
的な項目を調査します。調査の結果から、日本の産業構造などの移り変わりが分かります。 

■問い合わせ先
　椎葉村企画観光課　広報統計係（☎６７−３２０３）

10月１日（日）は
事業所・企業統計調査の日です

国民年金ニュース「保険料の免除と納付猶予」
第１号被保険者で、保険料の納付が著しく困難な場合は、免除や納付猶予の制度があります。

法定免除
免除の事由に該当している期間について保険料が全額免除になります。
①生活保護法による生活扶助を受けている人
②障害基礎年金または、被用者年金の障害年金（１級・２級）の受給者

申請免除 失業等の経済的理由で保険料を納めるのが困難な場合は免除制度がご利用いただけま
すが、一定の所得基準を満たしていることが必要です。

 対象となる人　　　　　　　　　　　　  
◎前年の所得（収入）が少ない人
◎退職した人
◎倒産・事業の廃止、天災などにあった人
◎障害者または寡婦であって、前年の所得が一定額以下の人
◎生活保護法による生活扶助以外の扶助を受けている人

 平成18年度申請免除の所得基準のめやす 

世帯構成 全額免除
3／4免除 半額免除 1／4免除
1／4免除 半額納付 3／4納付

４人家族
（夫婦、子２人） 162万円 230万円 282万円 335万円

２人世帯
（夫婦） 92万円 142万円 195万円 247万円

単身世帯 57万円 93万円 141万円 189万円

 申請免除の期間  　  
承認される期間は、毎年７月
から翌年６月までです。

 申請免除が２段階から４段階へ（平成18年７月から）　　　 
免除の種類 ①全額免除 ②3／4免除 ③半額免除 ④1／4免除
納める保険料
（月額） 1／4（3,470円）半額（6,930円）3／4（10,400円）

全額免除以外は申請により承認を受けても上記の保険料を納めないと免除となりません。
■問い合わせ先　村税務住民課　住民係（☎６７−３２０５）
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８
月
27
日
、
美
郷
町
西
郷
区
で
開
催

さ
れ
た
東
臼
杵
郡
民
体
育
大
会
で
椎
葉

村
が
２
年
連
続
と
な
る
総
合
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。
今
大
会
は
、
市
町
村
合

併
後
に
行
わ
れ
た
５
町
村
（
椎
葉
村
・

諸
塚
村
・
美
郷
町
・
門
川
町
・
北
川
町
）

に
よ
る
初
め
て
の
大
会
。

　

本
村
は
各
種
目
で
上
位
入
賞
し
、男
子

の
部
で
も
優
勝
。気
温
30
度
を
超
え
る

猛
暑
の
中
、多
く
の
村
民
が
活
躍
し
ま
し

た
。各
個
人
種
目
や
大
会
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、来
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。
選
手
、

役
員
の
皆
様
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

東
臼
杵
郡
民
体
育
大
会

椎
葉
村
が

　

総
合
優
勝
！

Ｑ．介護保険の保険料は、いくらになっているの？
Ａ．平成18年度の保険料は、次のように所得に応じて６段階に分けて決められています。

平成20年度までこの保険料は変わりません。

所　得　段　階 率 保険料（年額）

1 老齢福祉年金の受給者等 ４分の２ 21,200円

2 村民税非課税者で合計所得が80万円以下 ４分の２ 21,200円

3 世帯全員が村民税非課税で１・２以外の人 ４分の３ 31,900円

4 本人非課税だが同一世帯に課税者がいる人 ４分の４ 42,500円

5 合計所得金額が200万円以下の人 ４分の５ 53,200円

6 合計所得金額が200万円以上の人 ４分の６ 63,800円

Ｑ．保険料はどうやって納めればいいの？
Ａ．次の表をご覧下さい。年金から差し引かれて納付される特別徴収の方（年金受給者）と納付書によって納

付される普通徴収の方（年金をもらっていない方）とに分かれます。特別徴収の方が６期、普通徴収の方

は10期で納めていただくことになっています。

　例えば、年金をもらっている特別徴収の方で所得段階３の31,900円の保険料の場合、１期目が5,400円、２

期〜６期までが期毎に5,300円が年金から差し引かれます。これで自動的に納付したことになるわけです。

年 金 の 人 （特別徴収） 年６期
１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期

４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

納付書の人 （普通徴収） 年10期
１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期

６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

65歳の誕生日がきてもすぐに年金引き落としにはなりません。年金を支給する社会保険庁が本人の現況の

確認と住所地に在住していることを村に問い合わせが終了した年の10月より年金引き落としとなります。

その間の徴収を納付書による普通徴収といいます。年金未受給者もこれになります。

Ｑ．椎葉村の介護保険は、現在どのような運営状況なんですか？
Ａ．現在介護保険料を納付している方は1,280名で認定を受け介護保険を利用している方は260名程です。５名

に１名が利用しています。また40歳から納付する介護保険料も運営費用の31％を占めています。納め忘れ

のないよう注意しましょう。

■注意事項
　年金を受給している途中で社会保険庁から往復はがきが来ます。これは社会保険庁に登載されている住所

地と現在住んでいる住所地の確認をするものです。他市町村に住所地があるとその保険料が異なるため引

き落としが停止されることになります。そうならないためにもはがきは必ず返送してください。

■問い合わせ先　福祉保健課 介護保険係（☎６８−７５１３） ・ 税務住民課 住民係年金担当（☎６７−３２０５）

「こうなっています！介護保険の保険料」

Ｑ＆Ａ

速
報
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８
月
25
日
、
県
消
防
学
校
（
宮
崎

市
）
で
第
30
回
宮
崎
県
消
防
操
法
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
８
月
５
日
に
日

向
市
で
行
わ
れ
た
同
大
会
予
選
、
日
向

支
部
操
法
大
会
「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
」
で
見
事
優
勝
し
た
本
村
消
防
団
本

部
（
上
椎
葉
・
中
園
騰
部
長
）
が
同
支

部
代
表
と
し
て
出
場
。
厳
し
い
予
選
会

を
勝
ち
抜
い
た
各
支
部
９
代
表
で
、
規

律
動
作
の
正
確
さ
や
標
的
を
落
と
す
ま

で
の
時
間
の
早
さ
な
ど
を
競
い
合
っ
た

結
果
、
本
部
は
わ
ず
か
の
差
で
４
位
と

な
り
ま
し
た
。
炎
天
下
の
も
と
、
本
部

を
含
む
８
代
表
が
基
準
タ
イ
ム
45
秒
以

内
で
の
操
法
と
い
う
レ
ベ
ル
の
高
い
大

会
で
し
た
。

■
日
向
支
部
操
法
大
会
結
果

　
（
８
月
５
日
・
日
向
市
小
倉
ヶ
浜
）

【
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
】

　

優
勝　

本
部
（
上
椎
葉
）

　

４
位　

５
部
（
小
崎
）

【
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
操
法
の
部
】

　

３
位　

11
部
（
尾
前
）

▲県大会に出場した本部、村消防団関係者の皆さん。

▲見事な操法を披露した本部小型ポンプ班の
　鈴木康弘さん（指揮班長）、椎葉記史さん（１
　番員）、椎葉聖哉さん（２番員）、椎葉智成
　さん（３番員）。

第30回

宮
崎
県
消
防
操
法
大
会

椎
葉
村
消
防
団
本
部
が
代
表
出
場

　

本
村
の
小
規
模
福
祉
作
業
所
「
楽

ら
く
村
」（
日
高
千
寿
子
所
長　

所
員

11
人
）
が
、
こ
の
ほ
ど
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）
在
宅

障
害
者
の
福
祉
を
考
え
る
会
」（
鈴
木

克
裕
理
事
長
）
を
設
立
。
今
後
、
こ

れ
ま
で
の
運
営
事
業
を
継
続
さ
せ
な

が
ら
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
障
害
者
の
自
立
支
援
を
目
的
に

幅
広
い
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

日
高
所
長
は
「
利
用
者
側
に
立
っ
た

サ
ー
ビ
ス
提
供
で
将
来
の
可
能
性
が

広
が
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
村
民
の
皆
さ

ん
に
も
活
動
内
容
を
広
く
知
っ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
支
え
て
い
た
だ
き
た

い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
同
会
で

は
９
月
30
日
に
発
足
会
、
11
月
下
旬
に

収
穫
祭
を
行
う
予
定
で
、
障
害
者
福
祉

の
充
実
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

支
援
者
を
募
集
中

　

同
会
で
は
、
目
的
及
び
活
動
内
容
に

つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
く

支
援
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た

で
も
気
軽
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、

年
間
会
費
は
２
０
０
０
円
。
８
月
末
現

在
で
20
人
を
超
え
る
方
か
ら
支
援
申
込

み
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
在
宅
障
害
者
の
福
祉

　

を
考
え
る
会
（
楽
ら
く
村
）」

　

☎
０
９
８
２

－

６
７

－

２
４
２
８

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）

「
在
宅
障
害
者
の

　

福
祉
を
考
え
る
会
」
発
足

▲「楽らく村」の皆さん。
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椎葉
晃充
村長の

８月
の
動き

１日　五ヶ瀬町制施行50周年記念式典

　　　（五ヶ瀬町）

２日　県町村会正副長会ほか

　　　（宮崎市）

３日　椎葉矢部線知事陳情

　　　（熊本市・宮崎市）

４日　庁議（役場）

５日　日向支部消防操法大会

　　　（日向市）

８日　国道388号期成同盟会総会

　　　（宮崎市）

　　　村イチゴ部会が村長へイチゴ

　　　贈呈

９日　国道388号期成同盟会陳情

　　　（宮崎市）

　　　九州選出議員会議（大分市）

13日　UMKテレビ宮崎取材

17日　観光協会理事会

　　　ひえつき節日本一大会実行委

　　　員会

25日　宮崎県消防操法大会（宮崎市）

27日　東臼杵郡民体育大会

　　　（美郷町西郷区）

31日　オレンジタイム取材

▲イチゴを届けた村イチゴ部会
　の皆さん（８日）

椎葉村森林体験交流
センターの運営事業者を

募集します
　椎葉村では、平成19年４月

からの「椎葉村森林体験交流

センター」（旧大神館）の運

営事業者を募集します。

■運営期間

　平成19年４月１日から

　平成22年３月31日まで

■施設の概要

　①施設の名称

椎葉村森林体験交流センター（平成８年度建築　木造平屋建　

270.5㎡）

　②所在地

椎葉村大字下福良字十根川（国選定重要伝統的建造物群保存地

区内）

　③建物等の概要

展示・販売室、食品庫・用品庫、事務室、厨房、食堂、多目的

室、そば道場、化粧室４箇所

■募集期間　平成18年９月11日から平成18年10月20日

■募集要項等　椎葉村企画観光課にて配布します。ただし、直接来

所することが難しい場合は郵便請求（返信用封筒角２型、切手

140円同封）して下さい。

■問い合わせ先　椎葉村企画観光課地域振興係

　　　　　　　　（TEL.0982−67−3203　FAX.0982−67−2825）
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村
立
病
院
で
は
６
月
よ
り
整
形
外
科

に
井
ノ
口
先
生
、
内
科
に
永
山
先
生
を

迎
え
今
年
も
充
実
し
た
陣
容
で
診
療
に

当
た
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
「
辞
め
る
」
と
い
っ
て
皆
様
を
お

騒
が
せ
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
辞

め
る
の
を
止
め
た
僕
」
を
温
か
く
受
け

止
め
て
く
だ
さ
っ
た
村
民
の
皆
様
に
僕

自
身
た
だ
た
だ
感
謝
す
る
だ
け
で
す
。

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
人
は
失
う
と
い
う
こ
と
が
実
感
で

き
た
と
き
、
そ
の
も
の
の
本
当
の
価
値

が
わ
か
る
の
で
す
ね
。

　

さ
て
本
題
で
す
。「
タ
バ
コ
」、「
体
重
」

と
き
ま
し
た
か
ら
、
い
よ
い
よ
「
ア
ル

コ
ー
ル
」
で
す
ね
。
ア
ル
コ
ー
ル
を
全

く
受
け
付
け
な
い
体
質
の
方
も
お
ら
れ

ま
す
。
そ
ん
な
方
が
無
理
に
ア
ル
コ
ー

ル
を
飲
用
す
る
と
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中

毒
を
起
こ
し
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。「
私
は
、
い
く
ら
飲
ん
で
も
酔
わ

な
い
」
と
い
う
方
で
も
実
は
そ
の
方
の

肝
臓
で
処
理
す
る
こ
と
の
で
き
る
ア
ル

コ
ー
ル
の
量
は
一
日
20
ｇ
〜
30
ｇ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
缶
ビ
ー
ル

な
ら
３
５
０
㎖
缶
１
本
、
焼
酎
な
ら
半

分
に
薄
め
て
１
合
。（
皆
さ
ん
「
ど
ち

ら
も
」
で
は
な
い
で
す
よ
。「
ど
ち
ら

か
」
で
す
よ
。）
し
か
も
毎
日
ア
ル
コ
ー

ル
を
飲
む
こ
と
も
肝
臓
に
負
担
を
か
け

ま
す
。
週
に
２
日
間
、
少
な
く
て
も
１

日
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ま
な
い
日
を
設

け
ま
し
ょ
う
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
タ
バ
コ

と
違
っ
て
適
正
量
（
１
日
20
ｇ
ま
で
、

つ
ま
り
缶
ビ
ー
ル
３
５
０
㎖
あ
る
い
は

焼
酎
半
分
に
薄
め
て
１
合
を
週
５
日
間

ま
で
）
で
あ
れ
ば
健
康
に
プ
ラ
ス
に
働

く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
先
に

書
き
ま
し
た
よ
う
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
全

然
受
け
付
け
な
い
方
も
お
ら
れ
ま
す
か

ら
、
飲
め
な
い
方
は
無
理
に
飲
む
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
肝
臓
機
能
障
害

は
、
あ
る
段
階
ま
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル

飲
用
を
適
正
化
す
れ
ば
改
善
し
ま
す
。

し
か
し
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
硬
変
の
段
階

ま
で
進
行
し
て
し
ま
う
と
、
そ
の
後
い

く
ら
ア
ル
コ
ー
ル
飲
用
を
中
止
し
て
も

元
に
は
戻
り
ま
せ
ん
。
ア
ル
コ
ー
ル
に

よ
る
健
康
障
害
は
肝
臓
の
障
害
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。ア
ル
コ
ー
ル
性
膵
炎
、

そ
し
て
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
、
脳
血
管

障
害
、
認
知
症
の
進
行
な
ど
枚
挙
に
限

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
で
し
た
が
あ
る
小
学
校
の
先
生

の
検
診
を
し
て
い
た
と
き
２
年
ほ
ど

前
か
ら
急
に
肝
機
能
が
悪
く
な
っ
て
い

る
の
で
尋
ね
る
と
、「
先
生
１
年
だ
け

で
す
。
椎
葉
は
今
年
で
終
わ
り
で
す
か

ら
。」
と
い
う
答
え
が
戻
っ
て
き
ま
し

た
。椎
葉
の
飲
み
会
は
確
か
に
楽
し
い
。

私
が
７
年
間
働
い
た
ネ
パ
ー
ル
・
ダ
ン

テ
ル
デ
ュ
ラ
は
禁
酒
地
区
で
し
た
。
彼

ら
と
の
食
事
会
も
楽
し
い
も
の
で
し

た
。
椎
葉
の
飲
み
会
が
楽
し
い
の
は
決

し
て
ア
ル
コ
ー
ル
の
お
か
げ
で
は
な
い

で
す
よ
。
ア
ル
コ
ー
ル
な
ん
か
飲
ま
な

く
て
も
一
人
一
人
の
交
わ
り
が
濃
い
か

ら
楽
し
い
の
で
す
よ
ね
。

　
「
さ
あ
、
今
年
は
皆
さ
ん
の
地
区
で
も

ア
ル
コ
ー
ル
飲
用
の
適
正
化
、
週
２
日

間
の
休
肝
日
、
ま
た
ア
ル
コ
ー
ル
な
し
の

飲
み
会
」
な
ど
に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ん
失
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
で

す
よ
。
失
っ
て
し
ま
っ
た
後
で
い
く
ら
健

康
な
肝
臓
、
健
康
な
膵
臓
、
健
康
な
脳

な
ど
の
価
値
が
わ
か
っ
て
も
遅
い
で
す

よ
。
大
切
な
健
康
を
失
う
前
に
「
ア
ル

コ
ー
ル
飲
用
を
適
正
化
」
し
ま
し
ょ
う
。

追
伸　

椎
葉
病
院
で
は
禁
煙
外
来
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
禁
煙
外
来
に

興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

49

「
今
度
は
ア
ル
コ
ー
ル
」

椎
葉
村
国
民
健
康
保
険
病
院　

院
長　
　
　

吉
持
厳
信 

先
生
（
外
科
）
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広報しいば・やまびこ通信

モニター協議会だより
広報しいば・やまびこ通信

モニター協議会だより

　

８
月
20
日
、
鹿
野
遊
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

「
第
４
回
夏
祭
り
in
鹿
野
遊
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
は
朝
か
ら
あ
い
に
く
の

雨
で
し
た
が
、
祭
り
が
始
ま
る
頃
に
は
雨

も
止
み
、
魚
つ
か
み
取
り
大
会
、
ス
イ
カ

割
り
な
ど
に
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
体
育
館
に
お
い
て
は
美
郷
町
西
郷

区
か
ら
訪
れ
た
生
バ
ン
ド
の
演
奏
も
あ
り
、

多
く
の
方
が
焼
き
肉
に
生
ビ
ー
ル
を
片
手
に

聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
夏
祭
り
に
は

地
区
外
か
ら
も
親
子
連
れ
な
ど
た
く
さ
ん

の
方
々
が
来
場
。
丸
太
切
り
、
カ
ラ
オ
ケ
、

お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
て
楽
し
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

（
鹿
野
遊
地
区
モ
ニ
タ
ー
委
員　

川
野
育
子
）

　

７
月
中
旬
か
ら
８
月
下
旬
に
か
け
て
村

内
各
地
で
相
次
い
で
落
雷
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
家
電
や
家
屋
な
ど
被
害
に
遭
わ

れ
た
方
が
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
、
栂
尾

地
区
や
松
尾
地
区
に
お
い
て
は
多
く
の
家

庭
で
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
装
置
の
故
障
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
連
絡
を
受
け
た
方
に
つ
き
ま
し

て
は
修
理
の
手
配
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

音
が
聞
こ
え
な
い
、
電
源
が
入
ら
な
い
な

ど
の
状
況
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
企
画
観
光

課
（
☎
６
７

－

３
２
０
３
）
ま
で
至
急
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
現
在
オ
フ
ト
ー

ク
通
信
装
置
が
不
足
し
て
い
ま
す
の
で
、

空
き
家
等
で
不
用
な
装
置
が
あ
る
場
合
や

各
家
庭
で
使
用
し
て
い
な
い
装
置
が
あ
る

場
合
は
、
同
様
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

７
月
29
〜
30
日
、「
大
河
内
森
林
ガ
イ
ド
の
会
」
の
イ
ベ
ン
ト
が
矢
立

高
原
キ
ャ
ン
プ
場
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
村
外
か
ら
の
参
加
は

少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
大
河
内
小
の
児
童
・
保
護
者
の
参
加
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

魚
つ
か
み
取
り
は
、
魚
を
追
い
込
む
子
、
待
ち
構
え
て
岩
の
間
か
ら
捕

ま
え
る
子
な
ど
が
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
賢
さ
や
し
た
た
か
さ
に
思
わ
ず

笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。
捕
っ
た
魚
は
、
そ
の
場
で
み
ん
な
で
内
臓
を
出

し
下
ご
し
ら
え
。
矢
立
肥
育
セ
ン
タ
ー
の
見
学
後
、
み
ん
な
で
焼
い
て
夕

食
と
し
ま
し
た
。
夕
食
の
後
は
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
を
行
い
、
み
ん
な
で

手
を
つ
な
い
で
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
翌
日
は
、
村
外
か
ら
の
参

加
者
を
ガ
イ
ド
。
矢
立
コ
ー
ス
（
九
州
大
学
演
習
林
内
）
を
歩
き
ま
し
た
。

セ
ン
ツ
キ
谷
の
苔
や
、
清
流
、
さ
ま
ざ
ま
な
樹
木
の
観
察
な
ど
、
参
加
者

は
一
様
に
感
嘆
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、大
河
内
森
林
ガ
イ
ド
の
会
で
は
イ
ベ
ン
ト
や
ガ
イ
ド
を
通
じ
て
、

都
会
の
人
々
に
よ
り
い
っ
そ
う
森
林
へ
の
理
解
と
親
し
み
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
９
月
に
「
蕎
麦
打
ち
体
験

と
初
秋
の
高
原
散
策
」
と
銘
打
っ
た
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、
以
後
11
月
、
12
月
と
順

次
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

現
在
、
村
外
か
ら
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加

さ
れ
た
方
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
返
っ
て
き
て
い
る

回
答
は
す
べ
て
、「
と
て
も
よ
か
っ
た
」「
ま

た
来
た
い
」
と
い
う
好
意
的
な
評
価
ば
か

り
で
す
。
こ
れ
を
励
み
に
、
さ
ら
に
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
し
た
森
林
ガ
イ
ド
へ
成
長
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
大
河
内
地
区
モ
ニ
タ
ー
委
員　

小
川
弘
志
）
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Kiaora
■椎葉村外国語指導助手

Anna  Dwyer
アナ　ドゥワヤー
（ニュージーランド出身）

August 2006

After a week of torrential and seemingly endless rain that closed train lines and caused huge landslides making people 

homeless throughout Japan, Shiiba for once was speared any major dilemmas and the ‘Natsu Matsuri Hanabi’ (Summer 

Fireworks festival) was set to take place.  

Thanks to Chika-San I was able to attend and my two friends from America and New Zealand were able to share in Shiiba’

s fireworks splendor together with Shiiba’s people. 

It was the most beautiful evening clad with stars and later Shiiba’s own stars! Matsuo Chugakko’s 1st graders had told 

me they were going and they were going to dress up in their ‘yukata’ for the festival. So I was delighted to see them and 

introduced them proudly to my friends. They all looked so beautiful!! Some of 

Shiiba’s boys even wore ‘Ginbei’, how handsome they looked. I also had the 

opportunity to meet up with some of Shiiba’s recently passed 3rd graders, 

now high school students. They all complained they had to study too much!  It 

was wonderful to see them, how their eyes sparkled like the stars above. 

Much later my friends and I were treated to a private concert of Shiiba’s 

village songs. Preformed by the Wakamiya Danchi Shogakko and Gidoukan 

choir!  They are a very talented bunch of singers!

Erin my friend from the USA said Shiiba’s fireworks were better than anything 

she had seen back home and Emily from New Zealand and I agreed.

Shiiba Son’s fireworks festival was a great success! Thanks to everyone that 

made it happen. It was a very special night, especially for me and my friends.

2006年８月
　その週はどしゃぶりと、止むことのないように見えた豪雨により、日本の至る所で電車が不通になったり、巨大な地す
べりによって家を失くす人々もいたりして、椎葉も夏の花火大会にとりかかるのかというジレンマに陥りましたが、結局
開催することができました。
　千夏さんに連れてきてもらい、椎葉の花火大会に参加できたことに感謝しています。またその日は椎葉の人々とも、ア
メリカとニュージーランドから来た友達とも壮麗な花火を分かち合うことができました。
　この日はまた満天の星々に覆われた最も素晴らしい夜でしたし、椎葉村にいるもう一つの星々にも出会えました。
　松尾中学校１年生の生徒たちが祭りではみんな「浴衣」に着替えて参加するんだよ！と教えてくれました。ですから、
友達に浴衣姿の彼女たちを紹介できて誇りに思いましたし、私自身も彼女たちの姿を見ることができてうれしかったです。
なんてみんな素敵なのかしら！椎葉の男の子たちの何人かも、「甚平」を着ていて、とってもハンサムに見えました！
　また、幸運なことに最近椎葉の中学校を卒業して今は高校生の何人かと会うことができました。皆、口をそろえて「勉
強が多すぎる！！」と不満を言っていました。しかし彼らは本当に素晴しく頭上の星のようなキラキラと輝いた瞳を持っ
ていました。
　その後、友達と私は、椎葉村の歌のプライベートコンサートに招待されました。若宮団地の小学生と児童館の子どもによっ
て結成された合唱団です！彼らはとても歌の才能のある子どもたちばかりです！
　アメリカから来たエリンという友達は、椎葉の花火は他の何よりも素晴らしいものだと言いましたが、ニュージーラン
ド出身のエミリーと私も同感でした。椎葉村の花火大会は素晴らしい成功のうちに終わりました！運営して下さったすべ
ての方々に感謝します。
　私と私の友達にとっては特に特別な夜でした。

和訳：黒木睦美さん（栂尾出身）
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昔
ご
ぅ
そ
ぅ
①
を
聞
か
す
る
わ
い
。
こ
げ
ぇ
言

い
お
っ
た
わ
い
。
昔
、
山
の
奥
の
方
に
山や
ま

師し

ど

も
②
が
暮
ら
し
と
っ
て
、
山
小
屋
で
寝
泊
ま
り

し
ょ
っ
た
と
な
ぁ
。
あ
る
時
、
親
ど
も
が
、
父と
と

も
、

母か
か

も
、
山
へ
行
っ
て
、
木
を
伐き

り
お
っ
た
ち
ゅ
う

ぞ
。
小
屋
に
お
る
女お
な
ご子

の
子
供
が
、
谷
川
で
、
御ご

器き

③
を
ば
洗あ
れ

ぇ
お
っ
た
り
ゃ
あ 

、
水
に
流な

げ
ぇ

て
し
も
う
て
、
大で
ぇ
じ事
な
御
器
じ
ゃ
る
か
ら
、
と
思

う
て
、後
を
追う

う
し
て
、谷
川
に
お
り
よ
っ
た
り
ゃ

あ
、
深
い
滝
壺
が
あ
っ
て
、
め
ん
め
い
も
④
、
谷

川
の
中
に
は
ま
っ
て
し
も
う
て
、 

死
ん
で
し
も

う
た
ち
ゅ
う
わ
い
。そ
れ
で
そ
の
女
子
の
子
供
の
、

最
後
の
「
御
器
ぃ
」「
御
器
ぃ
」
ち
ゅ
う
思
い
が
、

亡も
う

霊れ
い

と
な
っ
て
、夏
に
な
れ
ば
、山
の
奥
で
「
ゴ
ー

キ
ー
」「
ゴ
ー
キ
ー
」
と
鳴
く
蝉
が
、お
っ
と
ち
ゅ

う
ぞ
。

（
聞
き
手　

椎
葉
ユ
キ
ノ

西
南
学
院
大　

林  

文
香・宮
本
真
子・森
山
苑
子・

大
部
志
保
・
吉
田
扶
希
子
）

発
端
句
＝
昔
ご
ぅ
そ
ぅ
を
聞
か
す
る
わ
い
。
こ

げ
ぇ
言
い
お
っ
た
わ
い
。

①
昔
ご
ぅ
そ
ぅ
＝
昔
話

②
山
師
ど
も
＝
山
を
生
産
の
場
所
に
し
て
い
る

人
々
。
こ
こ
で
は
木
地
屋
。

③
御
器
＝
座
元
で
出
す
御
膳
の
木
製
の
器
。
慶

祝
・
法
事
と
も
に
使
用
す
る
。
良
質
の
器
は
塗

り
の
も
の
も
あ
る
。
メ
シ
ワ
ン
・
シ
ル
ワ
ン
・

オ
ヒ
ラ
等
全
部
で
八
種
。
蓋
付
き
。
ご
飯
も
て

ん
こ
盛
り
し
た
上
に
釜
を
載
せ
て
い
る
。
貴
重

品
。
た
だ
こ
の
昔
話
は
木
地
屋
に
ま
つ
わ
る
貴

重
な
話
。

④
め
ん
め
い
も
＝
自
分
も

　

昔
な
ぁ　

あ
る
村
に
あ
っ
た
話
じ
ゃ
が
な
ぁ
。

昔
、
ヒ
メ
①
を
作
っ
て
お
っ
た
百
姓
の
家
に
、
通

り
が
か
り
の
勧
く
わ
ん
じ
ん進
②
み
た
い
な
男
が
来
て
、
ヒ
メ

を
見
て
、「
食
わ
し
て
く
れ
ん
か
の
ぅ
」
と
言
う

た
り
ゃ
、
家
の
者
が
、「
こ
れ
は
食
わ
せ
る
も
ん

じ
ゃ
ね
ぇ
。
苦に
げ

ぇ
も
ん
じ
ゃ
」。
と
言
う
て
食
わ

せ
ん
か
っ
た
、
ち
ゅ
う
わ
い
。
そ
う
し
た
り
ゃ

あ
、
そ
の
ヒ
メ
が
苦
う
な
っ
て
、
人
が
食
わ
れ
ん

よ
う
に
な
っ
た
、 

ち
ゅ
う
が
な
。後
で
聞
い
た
ら
、

そ
の
人
が
、
弘
法
大
師
で
あ
っ
た
ち
ゅ
う
ぞ
。
そ

れ
で
、 

そ
の
ニ
ガ
ヒ
メ
は
、
山
の
中
に
い
っ
ぺ
ぇ

生は

え
て
お
る
、
ち
ゅ
う
ぞ
。

（
聞
き
手　

椎
葉
ユ
キ
ノ

西
南
学
院
大　

林  

文
香・宮
本
真
子・森
山
苑
子・

　
　
　
　
　

大
部
志
保
・
吉
田
扶
希
子
）

発
端
句
＝
昔
な
ぁ

結
末
句
＝
ち
ゅ
う
ぞ

①
ヒ
メ
＝
カ
シ
ュ
ウ
イ
モ
。
ヤ
マ
イ
モ
の
一
種
。

食
用
は
マ
ヒ
メ
、
苦
く
て
食
べ
ら
れ
な
い
も
の
を

ニ
ガ
ヒ
メ
と
い
う
。椎
葉
ク
ニ
子
さ
ん
に
よ
る
と
、

マ
ヒ
メ
は
、
出
産
後
こ
れ
を
食
べ
る
と
産
後
の
肥

立
ち
が
よ
い
、
と
い
う
。

②
勧
進
＝
諸
国
諸
山
名
刹
を
巡
拝
修
行
す
る
回
国

の
修
験
者
・
修
行
僧
。
修
行
意
識
は
熾
烈
で
、
本

山
に
巣
く
っ
て
の
営
利
栄
達
を
望
ま
ず
、
険
峻
困

難
を
厭
わ
ず
各
地
の
霊
山
・
霊
場
ま
た
名
刹
を

巡
っ
て
修
行
を
続
け
る
。
こ
う
し
た
僧
侶
に
と
っ

て
、
托
鉢
は
修
行
の
一
つ
。
ム
ラ
・
町
に
出
れ
ば
、

家
々
を
回
っ
て
経
文
を
唱
え
て
喜
捨
を
乞
い
、
頂

戴
で
き
て
も
で
き
な
く
て
も
、
感
謝
・
祝
福
し
て

去
る
。
乞
食
の
こ
と
だ
、
と
い
う
人
も
い
る
が
、

そ
れ
は
乞
食
の
中
に
、
こ
う
し
た
修
験
者
・
修
行

僧
を
真
似
て
人
の
袂
に
す
が
る
不
届
き
者
が
い
た

た
め
に
お
こ
っ
た
全
く
の
誤
解
。

（
解
説
）
昔
か
ら
、「
聖
人
」「
上
人
」
と
呼
ば
れ

る
僧
侶
は
、
皆
、
こ
れ
と
同
じ
修
行
形
態
だ
っ
た
。

自
己
の
み
の
修
行
に
満
足
せ
ず
、
布
教
を
こ
と
と

し
た
名
僧
も
多
い
。
例
え
ば
、
法
然
上
人
で
説
明

す
れ
ば
、
本
山
を
嫌
っ
て
黒
谷
の
別
所
に
移
り
住

ん
で
修
行
し
て
い
る
う
ち
に
、
風
を
慕
っ
て
来
る

お
弟
子
も
多
く
、
親
鸞
上
人
な
ど
も
そ
の
一
人
。

僧
侶
と
し
て
当
然
あ
る
べ
き
国
家
の
礼
遇
は
受
け

ず
、多
く
の
信
徒
に
さ
さ
え
な
が
ら
教
団
を
経
営
、

国
家
が
見
捨
て
た
一
般
民
衆
の
た
め
に
布
教
し
て

い
た
。
筑
後
善
導
寺
の
聖
光
上
人
な
ど
も
法
然
の

お
弟
子
の
一
人
だ
が
、信
者
・
お
弟
子
も
多
く
「
踊

り
念
佛
」
を
勧
め
て
廻
り
、
多
く
の
郷
土
芸
能
を

遺
し
た
。
京
都
の
智
恩
院
は
そ
の
末
寺
で
あ
る
。

『
平
家
物
語
』
に
は
浄
土
宗
の
教
え
が
多
く
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
、
こ
の
人

の
辺
り
に
は
平
家
伝
説
が
多
い
。
中
世
、
荘
園
を

失
っ
た
本
山
は
、
こ
の
回
国
の
修
験
者
・
修
行
僧

に
対
す
る
認
識
を
変
え
、
回
国
の
僧
侶
た
ち
も
本

山
を
支
え
る
義
理
は
心
得
て
い
て
、
ム
ラ
人
が
喜

捨
し
た
品
は
、
貴
ん
で
一
紙
・
半
銭
と
い
え
ど
も
、

大
切
に
し
て
本
山
に
届
け
、
依
頼
者
の
供
養
を
助

け
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
先
祖
の
霊
骨
を
家
族
に

代
わ
っ
て
本
山
に
収
め
に
行
く
。
高
野
山
の
広
大

な
墓
原
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
回
国
の
僧
侶

は
、
回
国
の
途
中
、
ム
ラ
の
人
々
の
悩
み
ご
と
の

相
談
に
預
か
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ム
ラ
の
運
営

の
悩
み
、
親
類
・
縁
者
の
揉
め
事
、
尼
さ
ん
で
あ

れ
ば
、
ム
ラ
の
女
た
ち
の
、
女
で
な
く
て
は
分
か

ら
な
い
悩
み
事
ま
で
聞
い
て
や
っ
た
。
徳
の
高
い

僧
侶
は
乞
わ
れ
て
留
錫
す
る
。
滞
在
中
の
衣
食
の

世
話
は
、
慕
う
信
者
が
し
た
。
祈
念
・
祈
祷
に
手

厚
く
、
医
療
技
術
に
も
心
得
が
あ
り
、
世
間
を
よ

く
知
っ
て
い
る
か
ら
、
も
の
知
り
で
、
諸
事
何
事

に
つ
け
も
詳
細
。
時
流
を
よ
く
読
ん
だ
親
切
な
指

導
で
、
占
い
は
も
と
よ
り
、
上
は
天
文
、
下
は
地

理
、
至
ら
ざ
る
は
な
く
、
農
事
の
教
え
も
的
確
。

結
果
と
し
て
ム
ラ
人
か
ら
徳
を
慕
わ
れ
、
宗
教
的

に
尊
敬
を
一
身
に
集
め
て
、
人
徳
次
第
の
こ
と
だ

が
、
晩
年
は
「
指
導
者
」
と
し
て 

、
ム
ラ
に
迎

え
ら
れ
て
、
留
ま
る
こ
と
に
な
る
僧
侶
・
修
験
者

が
多
か
っ
た
。

（
西
南
学
院
大
名
誉
教
授　

山
中
耕
作
）

椎
葉
の
民
話

「
ゴ
ー
キ
ー
セ
ミ
の
話
」

語
り
手　

椎
葉
壮
市
さ
ん（
臼
杵
又
）

昭
和
13
年
３
月
23
日
生
ま
れ

84

「
ニ
ガ
ヒ
メ
の
話
」

語
り
手　

椎
葉
壮
市
さ
ん（
臼
杵
又
）

昭
和
13
年
３
月
23
日
生
ま
れ
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椎葉夏祭り花火大会
　７月 29 日、椎葉中グラウンドで第 15 回椎葉夏祭り花火大会
が行われました。会場には村内外から千人を超す人が訪れ、村
内外の太鼓４チームと三味線奏者の勇壮な演奏など多彩な催し
を楽しみました。中でも、椎葉村の子どもたちによる太鼓演奏
や五ヶ瀬中等教育学校の生徒による太鼓演奏と「ヨサコイソーラ
ン」踊りは、会場を沸かせました。
　また、恒例の上椎葉ダム堰堤から打ち上げられた花火２千発
は、色鮮やかな大輪の花火と山々にこだまする大音響の迫力で、
会場や周辺にいた多くの見物客を圧倒していました。

「八菜館しいば店」オープン
　８月10日、上椎葉地区に農産物直売所「JA日向八菜館しいば店」
がオープンし、登録する団体や個人83人が生産した農産物や加工
品の販売を開始しました。すべて村内産の野菜や花、加工品など
100種類以上の品揃えに、お盆前とあってレジを待つお客さんが数
十人の列をつくり大盛況となりました。特にホウレンソウやミズナなど
椎葉ならではの高冷地野菜、葉物野菜が大人気。椎葉産という安
心感と市場より安い価格ということもあり、飛ぶように売れていました。
　同店は安心・安全な農産物を地元で消費（地産地消）するこ
と、また需給バランスに応じた調整出荷ができる施設として期
待されています。

伝統の焼畑体験学習
　８月１日、尾向小で第18回子ども焼畑体験学習が行われまし
た。今年は、椎葉調一さん（向山日添）の協力で提供された同
集落の山林20アールの斜面で実施。同小６年の尾前駿君を代
表に「このやぼに火を入れ申す。へび、わくど、虫けらども、早々
に立ち退き給え。」と昔ながらの作法と口上で神事を行った後、
保護者の指導のもと火入れを行いました。
　火が完全に消えた約２時間後、ソバの種蒔きを行うなど児童
と保護者は汗をいっぱいかきながら急斜面で一連の作業を体
験。地元に長年受け継がれてきた伝統農法を学びながら11月に
行うソバ打ち体験と試食を行う収穫祭が楽しみとのことでした。

村内小学生が交流キャンプ
　８月３〜４日、ひえつきの里キャンプ場（桑弓野）で村内の小
学生が参加して「かて〜りの里ふれあいキャンプ」が行われまし
た。このキャンプは、自然の中での野外活動を通して子どもたち
の創造性と心の豊かさを育成しようと椎葉村子ども会（右田朝生
会長）が主催。夏休み中の小学３〜６年生の40人が参加しました。
　班ごとに別れた子どもたちは、まず自分たちが寝泊まりするテ
ントを協力し合いながら設営。その後、交流を深めながら竹の
食器作り体験やキャンプファイア、ネイチャーゲームなどを楽し
みました。大自然に囲まれたキャンプ場には、生き生きとした子
どもたちの歓声が響いていました。

▶
迫
力
で
観
衆
を
圧
倒
し
た

　

上
椎
葉
ダ
ム
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
た
花
火
。

▲生産者の顔の見える販売、地産地消を目指す
「八菜館しいば店」。

▲地域の協力で伝統農法を学ぶ尾向小児童。

▲自然あふれるキャンプ場に自分たちで
テントを設営。

カメラ さんぽ
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▲上椎葉ダムに放流されたウナギ。

▲数十匹も釣り上げた方がいた釣り大会。

▲右から椎葉公之さん、椎葉庄子さん、
那須智美さん。

▲出荷作業で大忙しの那須利雄・朝香さん夫妻。

寄贈されたウナギを放流
　８月９日、県養鰻漁業生産組合（㈱大森淡水代表　大森伸
昭組合長）より、台風の影響で魚が激減した県北の３河川
にウナギの寄贈がありました。本村にも約60kgが届けられ、
同日、美郷町南郷区で行われた贈呈式に尾前一好組合長が出
席しました。組合長が同生産組合関係者に感謝の言葉を述べ、
その後耳川の上流に位置する上椎葉ダムで船による放流を行
いました。今年度、村漁業協同組合も240kgのウナギの放流
を行いましたが、今回の放流と合わせて、本来の椎葉の河川
環境が早期に復元されることを願う次第です。

尾向渓谷まつり
　８月15日、尾向地区で第21回尾向渓谷まつりが行われました。
メインイベントの釣り大会は、ヤマメやマスを事前に放流した尾
前川上流で実施。県内外から多くの家族連れや釣り愛好家が
参加して、大自然の中での渓流釣りを楽しみました。
　また、夕方から尾向小グラウンドで行われた「渓谷の夕べ」
では、子ども神楽の披露や花火大会など多彩な内容に、地域の
方や多くの帰省客が会場を訪れ、夜遅くまで賑わいました。

平家まつりの主役決定！
　８月17日、役場で行われた村観光協会の理事会で、「椎葉平
家まつり2006」の主役となる那須大八郎、鶴富姫、観光しいば
の３人に観光協会会長の椎葉晃充村長より認定証が手渡されま
した。
　今年11月10 〜 12日に行われる椎葉平家まつり2006に参加す
るほか、鶴富姫と観光しいばの２人は今後１年間、各観光イベン
トにも参加し、本村の観光ＰＲに努めていただきます。
　■那須大八郎　椎葉公之さん（26歳：向山日添）
　■鶴　富　姫　椎葉庄子さん（24歳：桑ノ木原）
　■観光しいば　那須智美さん（22歳：十根川）

ミニトマト出荷が最盛期
　８月下旬、村内の園芸農家でミニトマトの出荷が最盛期を迎
えました。那須利雄さん（76歳、古枝尾上）宅では、猛暑の中、
奥さんの朝香さん（72歳）とともに出荷作業に追われていました。
同宅では３棟５アールのハウスでミニトマトを栽培。７月末から
出荷が始まり今がピークで、七草の栽培を始める10月下旬まで
続くとのことです。今年は長かった梅雨の影響で日照時間が短
く、今のところ昨年よりやや収穫が少ないとのことですが、それ
でも２トン以上の出荷量を見込んでいます。栽培歴は18年。高
齢になり連日の作業も大変になったそうですが、生産が安定し
ているミニトマト栽培は魅力的なので、まだまだ現役で取り組ん
でいきたいと同夫妻は話されていました。

春夏秋冬　まるごと椎葉
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お 知 ら せ

る強制保険です。自賠責保険の限
度額は、交通事故の被害者に対す
る最低保障という考え方で決めら
れており、実際の損害はこれを越
えることもありますので、任意保
険（共済）にも加入することをお
勧めします。なお、無保険（無共
済）車の運行はドライバーの基本
マナーに反するばかりでなく、罰
則の対象となります。特に車検制
度のないバイク、原動機付自転車
は「期限切れ」「かけ忘れ」にご
注意ください。
■自賠責支払限度額
　死亡　　　3,000万円
　傷害　　　　120万円
　後遺障害
　　①介護を要するもの
　　　3,000万円〜 4,000万円
　　②その他
　　　75万円〜 3,000万円
■問い合わせ先
　国土交通省九州運輸局　宮崎運
　輸支局
　（☎０９８５−５１−３９５２）

募　　集
子育てを応援する 　
企業や店舗等の募集

　県では、子育てに安心と喜びを
実感できる社会づくりを目指し
て、宮崎県次世代育成支援対策推
進協議会と共同で、子育てを応援
する企業、事業所、店舗、各種団
体などを募集しています。
■募集内容
　次の取り組みをしていただける
企業など
　①子育て応援宣言
　②仕事と家庭の両立応援宣言
　③子育て応援サービスの提供
■宣言の公表、サービスの開始
　平成18年10月〜
■問い合わせ先
　①・③県庁児童家庭課
　（☎０９８５−２６−７０５７）

　②県庁労働政策課
　（☎０９８５−２６−７１０６）

第61回「児童福祉週間」
標語の募集について

  国では、子どもの健やかな成長
について国民全体で考えることを
目的に、毎年５月５日の「こども
の日」から１週間を「児童福祉週
間」と定めて、児童福祉の理念の
普及・啓発のための各種行事を
行っています。来年度においても

「次世代を担う子どもたちからの
発信」をテーマとして、各種事業
及び行事の取り組みを進めて行く
こととしており、その象徴となる
標語の公募を行います。
■募集内容
　テーマ「時世代を担う子どもた
ちからの発信」元気でがんばる子
どもたちを応援する標語や、未来
にむけての子どもたちからのメッ
セージとなる標語を募集します。
■応募資格　不問
■応募方法
①ハガキ、封書、またはファクシ

ミリ用紙に標語、郵便番号、住
所、氏名（フリガナ）、年齢、
職業、性別、電話番号を記入し
て下記まで送付して下さい。

　（応募先に直接持ち込み可）
　１人何点でも応募可。ただし応

募用紙１枚につき１作品のみ。
②インターネットによる応募も実

施。こども未来財団ホームペー
ジ内の「応募フォーム」に作品
の他、氏名等の必須事項を記入
して送信して下さい。

■応募先
　〒105−0003
　東京都港区西新橋３−３−１
　西新橋ＴＳビル８Ｆ
　財団法人こども未来財団
　「標語募集」係宛
　ファクシミリ番号
　０３−６４０２−４８３０
　http://www.kodomomiraizaidan.or.jp/
■注意事項
　未発表の作品に限ります。応募

作品は返却しません。著作権は主
催者に帰属します。
■応募期間
　平成18年９月１日（金）〜
　平成18年10月31日（火）必着
■発表
　こども未来財団ホームページ上
にて平成19年１月上旬に発表予
定。入賞者には直接ご連絡いたし
ます。
■主催者
　厚生労働省
　（財）こども未来財団
　（社福）全国社会福祉協議会

「川や海の応援団」 　
募集中

　宮崎県では、一定区間の河川や
海岸のボランティア美化活動に取
り組んでいただける団体等を「川
や海の応援団」として募集してい
ます。
　「川や海の応援団」になってい
ただいた団体等には認定証を交付
し、翌年度には前年度の活動実績
を踏まえてコンテストを実施し、
優秀活動団体等を知事表彰しま
す。県からは活動に必要な資器材
の提供・傷害保険への加入等を行
います。
■問い合わせ先
・宮崎県土木部河川課　水政担当
　（☎０９８５−２６−７１８４）
・宮崎県土木部港湾課　港政担当
　（☎０９８５−２６−７１８８）
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Shiiba Information

お知らせ
9月

●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●広報Eメールアドレス
tadataka@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内の動き　●8月1日現在
　男　　1,705人（＋　5）
　女　　1,717人（＋　5）
　計　　3,422人（＋10）
世帯数　1,281戸（＋　3）

９月の納税について
　９月は、国民健康保険税（４期）
の納税月です。期限内（10月２日）
までに納付していただきますよう
お願いします。また、その他公共
料金等も納期内納付にご協力くだ
さい。
■問い合わせ先
　役場税務住民課
　（☎６７−３２０５）

合同相談の開催に 　
ついて

　行政相談委員・人権擁護委員・
心配ごと相談員の三者合同相談が
次のとおり行われます。どんなこ
とでもけっこうですので、気軽に
ご相談ください。
■日時
　10月13日（金）　10時〜15時
■場所
　椎葉村高齢者センター

９月は健康増進普及
月間・がん征圧月間・
結核予防週間

　９月は「健康増進普及月間」、「が
ん征圧月間」です。また９月24日
から30日までは「結核予防週間」

となっています。
　健康づくりには、まず「自分の
健康は自分で守り、自分でつくる」
という自覚を持つことが大切です。
この機会に日頃の生活習慣を見直
すとともに  健康診断を受け  早期
発見・早期治療に努めましょう。
健康づくりの主役はあなたです。
■問い合わせ先
　（財）宮崎県健康づくり協会
　（☎０９８５−３８−５５１２）
　村福祉保健課　保健予防係
　（☎６８−７５１０）

全国労働衛生週間に
ついて

　今年も９月１日〜９月30日まで
を準備期間として、10月１日〜
10月７日までの期間に「疲れてま
せんか　心とからだ　みんなでつ
くろう　健康職場」をスローガン
に実施されます。期間中は県内す
べての事業場において、職場の労
働者の健康を確保するために労働
衛生活動の総点検を行うようお願
いしていますので、快適な職場環
境の形成等にぜひご協力ください。
■問い合わせ先
　宮崎労働局労働基準部安全衛生課
　（☎０９８５−３８−８８３５）

身体障害者補助犬の
貸与について

　県では、身体障害者の自立と社
会参加を促進するため、次のとお
り無償で身体障害者補助犬を貸与
しています。
１．貸与を受けることができる方
①県内に概ね１年以上居住する18

歳以上の方で次のいずれかの状
態にある方

・視覚障害１級の身体障害者手帳
の交付を受けてる方又はこれに
準ずる方

・肢体不自由１，２級の身体障害
者手帳の交付を受けてる方又は
これに準ずる方

・聴覚障害２級の身体障害者手帳

の交付を受けてる方又はこれに
準ずる方

②所定の訓練を受け、身体障害者
補助犬を適切に利用し、飼育で
きる方

③身体障害者補助犬を使用するこ
とにより就労等社会活動への参
加に効果があると認められる方

２．歩行訓練について
　身体障害者補助犬の貸与を受け
る方は、県が委託した訓練施設に
おいて約１ヵ月間、身体障害者補
助犬との訓練を受けていただきま
す。なお、盲導犬につきましては、
以下の施設から希望施設を選んで
いただきます。
・財団法人アイメイト協会（東京

都練馬区関町北５−８−７）
・財団法人関西盲導犬協会（京

都府亀岡市曽我部町犬飼未ヶ谷
１８−２）

・財団法人福岡盲動犬協会（福岡
県前原市大字東２８３−１）

３．経費について
　身体障害者補助犬の購入及び訓
練に要する経費については、県が
負担しますが、訓練施設までの旅
費、訓練期間中の本人の食費、貸
与後の経費（飼育費等）は本人負
担となります。
４．その他
　貸与者については、選考のうえ
決定されます。
■申込み・問い合わせ先
・村福祉保健課　福祉係
　（☎６８−７５１３）               
・宮崎県障害福祉課
　（☎０９８５−３２−４４６８）

「期限切れ」「かけ忘れ」
に注意！  　　　　　
自賠責制度（自動車損
害賠償責任保険）

　自賠責保険（共済）は、万一の
交通事故に対する基本的な対人賠
償を目的として、バイク・原動機
付自転車を含むすべての自動車の
保有者に加入が義務づけられてい

お 知 ら せ
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騒
ぐ
ほ
ど
切

れ
が
あ
る
踊
り
も
良
か
っ
た
で
す
。
イ

ベ
ン
ト
の
合
い
間
の
「
餅
ま
き
」
も
私

は
８
袋
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
た
が
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
い
っ
ぱ
い
ゲ
ッ
ト
し
た
人
の
を
見

て
「
す
ご
い
な
ー
」
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
初
め
て
見
る
山
里
の
花
火

は
、
と
て
も
き
れ
い
で
見
入
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
や
は
り
花
火
を
見
て
い
る

と
心
が
和
み
ま
す
ね
。
私
に
と
っ
て
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
心
の
中
に
残
る
素
晴
ら

し
い
も
の
で
し
た
。
来
年
も
見
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
「
椎
葉
平
家
ま

つ
り
」
も
見
た
い
と
計
画
中
で
す
。　

（
神
奈
川
県
寒
川
町　

木
村　

啓
）
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《
特
選
》

大
杉
の
夏
空
高
く
そ
び
え
け
り	

那
須　

瑞
穂

［
評
］�

十
根
川
神
社
の
境
内
に
あ
る
八
村
杉
だ
ろ
う
。
い
つ
も
見
馴
れ
て
い
る
が
、
猛

暑
の
空
に
立
つ
姿
は
存
在
感
が
あ
る
。
秋
も
冬
も
杉
は
立
つ
。
し
か
し
大
杉
の

充
実
感
は
夏
の
も
の
だ
。
単
純
な
表
現
が
か
え
っ
て
好
ま
し
い
。

今
朝
秋
の
遠
く
裾
引
く
尾
鈴
山	

中
瀬　
　

汀

［
評
］�

こ
の
山
、
私
は
知
ら
な
い
が
、
山
裾
が
左
右
に
の
び
る
美
し
い
山
容
で
あ
る
と

想
像
す
る
。「
今
朝
秋
」
と
は
立
秋
の
朝
の
こ
と
。
山
を
遠
眺
す
る
に
は
ふ
さ
わ

し
い
日
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
の
民
話
の
本
や
昼
寝
覚
め	

小
丸
川
河
童

［
評
］�

昼
寝
か
ら
覚
め
る
と
、
民
話
の
本
が
半
開
き
の
ま
ま
胸
の
上
に
あ
っ
た
と
い
う
。

民
話
か
ら
誘
い
こ
ま
れ
る
昼
寝
と
は
羨
ま
し
い
限
り
。
さ
て
、
夢
の
端
に
鶴
富

姫
が
出
て
こ
ら
れ
た
か
な
。

《
入
選
》

菩
提
寺
へ
布
施
い
さ
さ
か
や
秋
の
蝉

中
瀬　
　

汀

雨
上
る
後
の
静
け
さ
夜
の
秋

〃

玉
音
に
泣
き
し
日
の
夏
十
五
歳

黒
木
八
重
子

向

山

土

手

の

坂

道

彼

岸

花

〃

一
点
と
な
り
ゆ
く
飛
行
機
雲
の
峰

戸
部　

好
郎

か
ば
か
り
の
酒
に
酔
い
た
り
遠
花
火

〃

玄
関
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
か
ら
蝉
し
ぐ
れ

那
須　
　

正

夏
草
に
口
塞
が
れ
し
登
り
窯

小
丸
川
河
童

耳
川
の
流
れ
の
音
に
昼
寝
か
な

椎
葉
シ
ヅ
子

そ
れ
ぞ
れ
に
色
を
競
い
て
山
の
百
合

山
本　

和
枝

干
草
の
し
と
ね
で
仰
ぐ
空
の
青

椎
葉
ツ
ユ
子

耳
川
の
う
ね
り
う
ね
っ
て
戻
り
梅
雨

山
茶　

之
実

俳
句
募
集
＝�

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
企
画
観
光
課
へ

送
っ
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

し
い
ば
俳
句
会

選
評
・
角　

光
雄
先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

編
集
後
記

▼
早
い
も
の
で
昨
年
の
台
風
14
号
災
害
か
ら
１

年
。
マ
ス
コ
ミ
各
社
か
ら
現
在
の
復
興
状
況
に

つ
い
て
取
材
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
▼
11
月
10

日
か
ら
の
「
椎
葉
平
家
ま
つ
り
」
ま
で
あ
と
２
ヵ

月
。
ま
つ
り
の
主
役
鶴
富
姫
な
ど
３
人
も
決
ま

り
、
準
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

３
年
ぶ
り
の
開
催
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
が
本
当

に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
よ
う
村
全
体
で

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　
（
正
）

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

｢

み
ん
な
の
声｣

を

　
　
　
　

募
集
し
て
い
ま
す
！

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
さ
ん
の
椎
葉
へ
の
想

い
、｢

広
報
し
い
ば｣

の
感
想
な
ど
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
気

軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ペ
ン
ネ
ー
ム

や
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
の
投
稿
も
受
け
付
け
ま
す
。

〒
８
８
３

−

１
６
０
１

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
椎
葉
村
下
福
良
１
７
４
７−

２
０

椎
葉
村
企
画
観
光
課　

｢

広
報
し
い
ば｣

係

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可 

０
９
８
２

−

６
７

−

２
８
２
５
）

　

太
鼓
や
桶
な
ど
の
木
工
芸
の
名
人
、
椎
葉
治

美
さ
ん
（
75
歳
）
松
子
さ
ん
（
73
歳
）
夫
妻
。

山
師
を
引
退
後
、
父
親
か
ら
習
っ
た
臼
太
鼓
製

作
が
き
っ
か
け
で
本
格
的
に
木
工
芸
を
始
め
た

と
い
う
治
美
さ
ん
。
今
で
は
評
判
を
聞
き
つ
け

た
県
内
外
の
方
か
ら
太
鼓
の
製
作
や
修
復
、桶
、

木
樽
の
注
文
が
殺
到
。山
師
の
経
験
を
生
か
し
、

自
分
で
切
っ
て
き
た
木
か
ら
製
作
す
る
木
工
芸

が
生
き
が
い
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

今月の表紙  Cover Message

　

毎
年
中
秋
の
名
月
に

行
わ
れ
る
「
十
五
夜
さ

ん
」。
見
立
細
工
や
花

屋
台
が
奉
納
さ
れ
、
日

向
市
あ
げ
て
の
舞
踊
隊

が
繰
り
出
す
こ
の
祭
り

は
、
富
高
八
幡
宮
の
祭

礼
が
そ
の
ル
ー
ツ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

富
高
八
幡
宮
の
創
建
は
約
８
０
０
年
前
。

壇
ノ
浦
の
戦
い
後
、
椎
葉
に
逃
げ
落
ち
た

平
家
を
追
っ
て
き
た
那
須
与
市
、
工
藤
祐

経
の
２
人
の
武
将
が
鎌
倉
に
あ
る
鶴
ヶ
岡

八
幡
宮
か
ら
勧
請
し
て
社
を
建
て
、
兵
の

士
気
を
鼓
舞
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
地
元
民
に
よ
っ
て
五

穀
豊
穣
へ
の
祈
り
と
収
穫
へ
の
感
謝
を
こ
め

た
祭
り
が
続
け
ら
れ
、
現
代
ま
で
引
き
継

が
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
次
の
と
お
り
開

催
さ
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

平
成
18
年
９
月
９
日
（
土
）、

10
日
（
日
）
13
時
〜
21
時

■
場
所　

日
向
市
中
心
市
街
地
、
日
向
十

街
区
パ
テ
ィ
オ
特
設
ス
テ
ー
ジ

■
内
容　

御
神
輿
巡
業
・
総
踊
り
・
見
立

て
細
工
・
十
五
夜
太
鼓
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ
先

　

日
向
十
五
夜
奉
賛
会

　
（
☎
０
９
８
２

－

５
２

－

５
１
３
１
）

日
向
東
臼
杵

　

南
部
圏
域
情
報

｢

日
向
十
五
夜
祭
り｣
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　カキノキ科カキノキ属の落葉高木。椎葉の山里は
９月に入ると朝晩に秋冷を感じる時節になります。
この時期、集落に近い谷間から中腹にかけての二次
林中に、径２㎝程の小型の柿が黄色く色づいている
のを時々見かけます。これがシナノガキ、別名リュ
ウキュウマメガキで、果実は霜にあうと黒紫色に変
色します。タンニンを多く含有するため食用になり
ませんが、未熟な果実からは柿渋が取れます。和名
のシナノは信濃で長野県を、別名のリュウキュウは
沖縄を表しており、本村では「山柿」の名で親しま
れています。高さ10ｍ、直径30㎝程になり、樹皮は
暗褐色です。葉は長さ８〜15㎝の大型楕円形で鋸歯
はなく、表面は濃緑色、裏面は粉白色です。雌雄異
株で淡黄緑色の小花が葉腋に付きます。材は緻密で
心材が黒褐色を呈し、工芸的に利用されます。関東
以西の本州、四国、九州、沖縄、中国中部に分布します。

（九州大学宮崎演習林　内海　泰弘・井上　晋）

シナノガキ
47

未来にはばたけ！

Face in　September
椎葉　千保さん （桑ノ木原：写真左）

勤務先：ＪＡ日向
　　　　「八菜館しいば店」

８月10日にオープンしたばか
りの「八菜館しいば店」で働
いています。これから村民の
皆さんよろしくお願いします。
当店には、村内の方々が生産
した新鮮な農産物や加工品が
たくさん揃っています。安く
て安心安全な品物ばかりです
ので、いつでも気軽にお越し
ください。

物
産
セ
ン
タ
ー
「
平
家
本
陣
」
の
商
品
紹
介

お
す
す
め
の
一
品

■
生
産
者

松
尾
養
魚
場
（
椎
葉
美
津
子
）

■
価
格
と
内
容

・
１
パ
ッ
ク
（
ヤ
マ
メ
５
匹
入
り
）　

１
０
０
０
円

　

清
流
に
棲
む
エ
ノ
ハ
（
ヤ
マ
メ
）
を
こ
だ
わ
り
を
持
っ

て
育
て
、
炭
火
で
長
時
間
乾
燥
さ
せ
た
後
に
独
自
の
製

法
で
味
付
け
し
ま
し
た
。
甘
露
煮
な
の
で
柔
ら
か
く
、

そ
の
ま
ま
丸
ご
と
食
べ
ら
れ
ま
す
。
椎
葉
で
育
っ
た
エ

ノ
ハ
な
の
で
お
土
産
と
し
て
も
最
適
で
す
。
ぜ
ひ
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ
・
販
売
先

椎
葉
村
物
産
セ
ン
タ
ー
「
平
家
本
陣
」

　
（
☎
０
９
８
２

−

６
７

−

３
１
３
９
）

　
（
ＦＡＸ
０
９
８
２

−

６
７

−

３
１
４
４
）

「焼きエノハのかんろ煮」

田ノ上和
かず

希
き

　ちゃん
（下屋敷団地）

平成16年９月26日生まれ
おとうさん：高志さん
おかあさん：哲代さん

いつも元気いっぱいで、おどりと水遊び
が大好きな和希くん。いつまでも笑顔を
絶やさず、みんなを和ませてくださいね。

椎葉　結
ゆ

名
な

　ちゃん
（城）

平成16年10月１日生まれ
おとうさん：清吉さん
おかあさん：直子さん

２人のお姉ちゃんにもまれて…おてんば
になりました。いつまでも姉妹仲良く、
思いやりのある優しい子に育ってね！

右田　ルミ子さん （川ノ口：写真右）


